
【参考資料】
 

東日本大震災を踏まえた道路の役割と課題



１．道路の果たした機能
 

①過去の教訓を活かした道路整備などが奏功

・三陸縦貫自動車道のルートは、過去の津波を考慮して高台に計画されていたため被災せず、地域住民の避

 難路や緊急輸送等に貢献。
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１．道路の果たした機能
 

②日本海側の物流網が太平洋側の代替ルートとして機能 50

・大震災後、大型車交通量は、関越自動車道で1.5倍、日本海沿岸東北自動車道で1.3倍に増加。
・港湾取扱貨物量は、新潟港で1.2倍、秋田港で1.4倍に増加。

●東日本大震災直後の大型車交通量の変化

大型車交通が急増
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●東日本大震災前後の港湾取扱貨物

・東日本大震災発生時には、日本海側港湾の取扱貨物両が

 
大きく増加
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・・・港湾を例にとっても、太平洋側が空洞化しつつあり、日本海側の港湾に物流が移

 
りつつあります・・・こういう構図からも日本海国土軸という言葉が重要になってきてお

 
り、国土計画に日本海側を視界においた東アジアとの連携を盛り込まなければいけな

 
い時代がきている。・・・
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・仙台東部道路は、周辺より高い盛土構造が津波の避難場所として機能したほか、内陸への瓦礫流入を抑制。
・

 

ＩＣと一体開発された施設や道の駅が、自衛隊の活動拠点や住民の避難場所として機能。

１．道路の果たした機能
 

③道路インフラが副次的な防災機能を発揮 51



２．道路整備の課題
 

幹線道路ネットワークの弱点解消 52

・国際物流の動き、特にアジア経済の力強い成長などアジアダイナミズムを取り込み、産業の力を高めていくた

 め、太平洋側と日本海側を結ぶネットワーク強化（多重性の確保やミッシングリンクの解消）を行う必要がある。
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